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此
書
は
文
學
者
の
作
品
集
で
あ
る
か
ら
、
こ
ｘ
に
列
す
る
の
は

不
穏
富
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
中
央
亜
細
亜
、
そ
れ
も
既
に
歴
史

と
な
っ
た
帝
政
ロ
シ
ア
華
や
か
な
り
し
時
代
を
題
材
と
す
る
ス
ケ

ッ
チ
で
、
露
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
理
人
情
風
俗
言
語
を
窺
ひ
得

る
と
す
れ
ぼ
、
本
誌
に
紹
介
し
て
見
て
も
そ
う
場
違
ひ
で
も
な
か

ら
う
か
。
著
者
は
十
七
年
も
、
或
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
、
或
は
タ

シ
’
ケ
ｙ
ト
に
滞
在
し
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
、
只
の
通
り
す
が
り
Ｏ

旅
行
者
で
は
な
い
。
収
む
る
所
の
短
篇
十
八
、
種
々
の
風
景
、
種

々
０
民
族
、
種
々
の
生
活
を
書
き
出
し
、
又
挿
入
の
カ
ッ
ト
・
寫

具
も
内
容
と
相
庶
じ
て
興
味
を
噌
す
。
異
國
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
か
ら

自
然
と
出
て
く
る
土
語
、
即
ち
ウ
ズ
ベ
ク
語
タ
ヂ
ク
語
百
饌
り
Ｏ

誕
明
が
倦
尾
に
附
し
て
あ
る
の
は
仲
々
に
も
親
切
で
あ
る
。
こ
の

語
彙
中
に
出
て
ゐ
な
い
が
、
本
文
中
で
論
明
し
て
あ
る
も
０
も
少

し
は
あ
る
様
だ
が
、
と
に
か
く
纒
め
て
あ
る
の
は
我
等
に
と
っ
て

は
何
よ
り
便
利
で
あ
る
。
文
學
１
　
０
説
明
は
語
學
者
よ
り
却
っ
て

感
じ
を
示
す
事
が
往
々
あ
る
か
ら
、
參
考
に
な
り
得
る
と
思
ふ
。

此
等
の
小
品
は
嘗
て
「
ル
ス
キ
ヤ
・
。
ヱ
ド
壬
ス
チ
」
紙
に
出
た
も

０
で
、
今
度
遺
著
と
し
て
輯
録
し
た
も
の
と
云
ふ
。
著
者
ア
ル
ド

フ
０
事
は
近
刊
の
中
央
公
論
此
「
世
界
文
蓼
大
俗
典
」
に
も
出
て

ゐ
な
い
様
だ
か
ら
、
巻
頭
０
小
傅
を
略
抄
し
て
置
か
う
。

　

エ
ー
ア
ル
ド
フ
と
は
雅
名
で
、
本
名
は
エ
レ
ナ
ー
イ
ブ
ノ
ヴ
ナ
ー

ア
プ
レ
レ
ヴ
で
、
露
暦
一
八
四
六
年
二
月
二
十
四
日
に
ブ
ラ
ラ
ム

ベ
ル
グ
１
　
軍
の
女
と
し
て
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
に
生
れ
、
ド
レ
ス
デ
ン
ー

プ
ラ
ア
グ
等
に
て
兄
童
教
育
を
研
究
し
、
一
八
七
二
年
に
は
シ
ェ

ネ
ブ
大
學
に
入
學
し
た
。
然
し
病
気
で
休
學
し
て
、
一
八
七
六
年

に
再
び
外
遊
し
た
か
、
巴
里
で
處
女
作
「
酒
無
き
も
罪
あ
り
」
、
「
ア

ポ
＝
ン
ー
ヴ
ル
＝
ダ
チ
」
等
の
小
説
を
書
き
上
げ
た
。
彼
女
は
若

く
し
て
既
に
営
時
の
有
名
な
人
々
と
相
識
と
な
り
、
殊
に
親
交
Ｏ

あ
っ
た
イ
ー
エ
ス
ー
ツ
ル
ダ
エ
ネ
フ
は
彼
女
の
才
能
を
認
め
て
文

學
に
従
事
す
る
様
に
勧
め
、
ア
ル
ド
フ
０
雅
名
を
も
揮
ん
で
呉
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
ピ
ヨ
オ
ト
ル
ー
ヅ
シ
リ
ー
エ
ダ
チ
ー
ア
プ

レ
レ
フ
と
結
婚
し
て
夫
と
共
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
行
っ
た
が
、
絶
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え
ず
「
ル
ス
キ
ヤ
・
£
ド
モ
ス
チ
」
、
「
£
ス
ト
こ

イ
」
、
「
一
一
イ
ワ
」
、
「
ル
ス
カ
ヤ
ー
ム
イ
ス
ジ
」
な
ど
０
有
名
な
雑

誌
へ
寄
稿
し
、
又
軍
行
作
品
を
も
出
し
た
。
一
八
九
八
年
に
は
露

都
の
文
部
劇
場
で
「
倅
か
れ
た
壷
」
を
出
し
て
成
功
し
た
。
然
し

一
九
〇
六
年
に
イ
メ
レ
チ
ヤ
革
命
黛
の
焉
め
に
チ
ェ
ル
ノ
｀
ル
ス

カ
ヤ
扁
の
自
領
ペ
ト
ー
フ
ス
コ
エ
荘
園
で
夫
０
ピ
ョ
オ
ト
ル
ー
ブ

シ
リ
エ
弁
チ
が
殺
さ
れ
る
の
を
限
前
に
見
た
の
で
、
驚
き
の
診
り

呆
然
と
し
て
創
作
な
ん
か
出
来
な
く
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
、
デ

ー
ぶ

通
っ
て
セ
ル
ビ
ア
に
流
亡
し
、
べ
そ
フ
ヤ
ー
ツ
ェ
ル
＝
フ
イ
に
次

い
で
ベ
ル
ぞ
フ
ア
ド
に
移
っ
て
行
っ
た
。
流
亡
０
後
は
故
國
へ
再

び
錨
る
望
も
絶
え
た
が
、
彼
女
は
自
著
を
他
國
で
出
版
し
よ
う
と

老
眼
を
押
し
拭
ひ
っ
ｘ
整
理
を
倦
ま
す
績
け
て
居
た
が
、
一
九
二

三
年
奮
暦
十
一
月
二
十
一
日
に
帝
政
口
シ
ア
の
夢
を
偲
び
っ
ｘ
七

十
八
歳
で
歿
し
た
。
此
書
に
は
遺
書
ｏ
一
と
し
て
一
九
二
三
年
ｏ

自
序
が
あ
る
が
、
ヤ
ツ
ト
昨
年
上
海
で
子
供
等
に
よ
り
出
版
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
瓢
零
流
浪
の
才
女
轄
愛
一
代
の
運
命
は
仲
々
に
も

痛
ま
し
い
。
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右
は
ネ
フ
ス
キ
先
生
の
畜
溥
曹
族
語
考
で
あ
る
。
昭
和
二
年
Ｏ

夏
季
休
暇
に
ネ
フ
ス
キ
先
生
は
大
阪
外
國
語
學
校
の
同
僚
浅
井
恵

倫
教
授
と
相
携
へ
て
蕃
語
研
究
０
埓
め
に
畜
湾
に
向
ひ
、
余
は
之

を
紳
戸
埠
頭
に
逡
っ
た
が
、
節
米
直
ち
に
雨
先
生
は
引
績
い
て
静

安
學
祗
０
例
會
に
於
て
調
査
憧
報
を
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
大
要
は

静
安
學
耽
通
報
第
一
期
、
静
安
學
獣
報
告
第
一
な
ど
に
載
っ
て
ゐ

る
。
そ
０
詳
細
な
る
研
究
は
浅
井
教
授
の
シ
ェ
デ
ッ
ク
語
は
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｏ
ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
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ｔ
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ｏ
ｎ
ｓ
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Ｆ
ｏ
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o
ｓ
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Ａ
］
し

て
東
洋
學
叢
編
第
一
冊
に
登
表
さ
れ
た
が
、
今
叉
ネ
フ
ス
キ
先
生

の
ツ
ォ
ウ
語
が
茲
に
ア
カ
デ
ミ
イ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
共
に
毫
湾
蕃
語
研
究
０
模
範
的
作
品
と
稀
し
て
決
し
て
溢
美

で
は
な
い
。
内
容
は
次
の
通
り
。

序
言
。
阿
里
山
蕃
曹
族
の
概
要
と
先
生
渡
憂
し
て
曹
族
ト
フ
ヤ
獣

　

語
研
究
の
情
況
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
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